
催
し
・
募
集

香
美
市
二
十
歳
の
成
人
式

【
日
時
】

令
和
９
年
１
月
３
日 (

日)

◆
受
付
…
12
時
～
12
時
50
分

◆
式
典
…
13
時
～

※

式
典
の
時
間
が
例
年
と
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

高
知
工
科
大
学
講
堂 (

予
定)

【
対
象
】

平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

【
案
内
】

・
香
美
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　

い
る
方
に
は
、
11
月
初
旬
に

　

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

・
就
職
や
在
学
中
な
ど
、
市
外

　

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

　

で
、
式
典
に
出
席
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
11
月
30
日 (

月)

　

ま
で
に
、
Q
R
か
ら
香
美
市

　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
成
人
式
実
行
委
員
会

(

生
涯
学
習
振
興
課
内)

☎
53

・

１
０
８
２

【
日
時
】
10
月
25
日 (

日) 

９
時
集
合
／
14
時
解
散 (

予
定)

※

小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
、

10
月
31
日
に
延
期
し
ま
す
。

【
集
合
】
庄
谷
相
多
目
的
集
会
所

(

物
部
町
庄
谷
相
１
２
３
４-

１)

【
参
加
料
】
３
，
０
０
０
円

※

昼
食
・
保
険
代
込
み

【
コ
ー
ス
】(

４
㎞
程
度)

中
谷
川
登
り
口
～
庄
谷
相
休
憩
所

【
定
員
・
対
象
】
10
人

塩
の
道
の
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ

り
、
山
道
を
数
㎞
歩
け
る
方

※

定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
10
月
15
日 (

木)

※

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
の
方
は
、
保
険
加
入
に
必

要
な
「
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号

・
年
齢
・
生
年
月
日
」
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

土
佐
塩
の
道
保
存
会

事
務
局

(

香
美
市
役
所

物
部
支
所
内)

☎
52
・
９
３
３
９

58
・
３
１
１
０

�
�����

���
	�
��
��

�������

【
意
見
の
提
出
方
法
】

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

・
香
美
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

　

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

・
指
定
の
様
式
に
よ
る
届
け
出

※

様
式
は
各
閲
覧
場
所
に
あ
る
ほ
か
、

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
創
生
課

政
策
調
整
係

☎
53

・

１
０
６
１

H
a
p
p
y
 

イ
キ
イ
キ
テ
ラ
ス

in
 K

a
m

i (

第
３
回)

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
利
用
す

る
県
内
の
「
就
労
継
続
支
援
事

業
所
」
が
、
製
造
・
栽
培
し
た

商
品
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
和
菓
子
や
洋
菓
子
、

雑
貨
品
、
服
飾
雑
貨
な
ど
を
販

売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
９
日 (

金)

11
時
30
分
～
13
時

※

商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

【
場
所
】
香
美
市
役
所
本
庁
舎

１
階

市
民
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
事
務
所

社
会
福
祉
係

☎
53

・

３
１
１
７

Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

空
き
家
ク
エ
ス
ト

　

高
知
県
で
は
、
住
ま
い
の
お

片
付
け
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、

お
悩
み
を
解
決
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

お
笑
い
芸
人
の
バ
ー
ビ
ー
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
バ
ー
ビ

ー
さ
ん
自
身
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
空
き

家
を
民
泊
に
改
修
し
た
経
験
か

ら
、
片
付
け
の
苦
労
話
も
交
え
、

空
き
家
活
用
の
魅
力
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
片
付
け
や
空
き
家
に
関

す
る
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
ク
イ
ズ

大
会
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

入
場
無
料
／
予
約
不
要

【
日
時
】

10
月
11
日 (

日) 
13
時
～
16
時

【
場
所
】

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知

１
階

南
コ
ー
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
空
き
家
ク
エ
ス
ト

運
営
事
務
局

☎
０
８
８
・
８
５
６
・
６
２
９
０

土
佐
塩
の
道
保
存
会

お
試
し
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

　

物
部
町
と
香
南
市
赤
岡
町
を

結
ぶ
約
30
㎞
の
古
道 

(

交
易
道)

土
佐
塩
の
道
で
、
お
試
し
の
ガ

イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　

土
佐
塩
の
道
保
存
会
が
道
の

再
整
備
を
始
め
て
約
25
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
に
よ
り
、
ガ
イ

ド
ウ
ォ
ー
ク
の
依
頼
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
ス
タ

ッ
フ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
際
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

香
美
市
振
興
計
画

意
見
公
募

香
美
市
振
興
計
画
は
、
市
民

と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
香
美

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
市
に
お
け
る
最
上
位
の
計

画
で
す
。
現
在
、
第
３
次
計
画

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
資
料
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
】

10
月
19
日(

月)

～
11
月
20
日(

金)

【
閲
覧
場
所
】

◎
香
美
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
地
域
創
生
課 (

本
庁
舎
３
階)

◎
香
北
・
物
部
支
所

▲ ホームページ
　 はこちら

▲ 申込フォーム
　 はこちら

▲ 香美市電子
　 申請サービス

▲ 詳細はこちら

は
た
ち

１０Kami
２０２６年１０月号

【参加資格】

市内に在住・在勤・在学の健康な方、または

香美市のスポーツ団体に所属している方。

※ グラウンド・ゴルフ小学生の部は４年生以上

※ モルックは４年生以上

　 (チーム数によって ｢小学生の部｣ を設立予定)

【申込方法】

申込書に参加料を添えてお申し込みください。

【参加料】

◎ マレットゴルフ ＝１人：２００円

◎ モルック ＝１チーム５００円

　 ※１チーム２人もしくは３人

　 ※ 高校生以下は無料

◎ ビーチボールバレー

　 ＝１チーム：１，５００円

◎ グラウンド・ゴルフ ＝１人：２００円

【問い合わせ・申込み先】生涯学習振興課　☎０８８７－５３－１０８２

土佐山田スタジアム　☎０８８７－５７－０５８６

１３時

９時

２０時

９時

９時

土佐山田マレ
ットゴルフ場

香北グラウンド

土佐山田体育館

土佐山田体育館

土佐山田
スタジアム

開 催 日 開会時間 種　　目 会　　場

【合併20周年記念事業】第２０回 香美市スポーツ大会 参加者募集

申込期限

１１月１６日
（月）

１１月２２日
（日）

１２月５日
（土）

１２月６日
（日）

１２月６日
（日）

１１月４日
（水）

１１月６日
（金）

１１月２０日
（金）

１１月２０日
（金）

１１月２０日
（金）

マレットゴルフ
（個人制）

モルック

ビーチボールバレー
（男子６人制）

ビーチボールバレー
（女子６人制）

グラウンド・ゴルフ(個人制)
(一般の部・小学生の部)

被災建築物の危険度判定

　「被災建築物応急危険度判定」は、地震で被災した建物

を対象に、余震で倒壊するなどの危険性について判定し、

表示するものです。判定結果は、次の３種類のステッカー

で、建物の出入口などに掲示されます。

なお、地震発生後の建物の判定には、他に次のようなもの

があり、判定の目的や基準がそれぞれ異なります。

◆被災度区分判定

　建物の復旧対策を検討する目的で応急危険度判定後に建

物の被災度を詳細に判定するもの。

◆住家被害認定

　り災証明書を発行する目的で被害程度を認定するもの。

被災宅地の危険度判定

　「被災宅地危険度判定」は、巨大地震や大雨などにより

宅地が広範囲に大規模な災害を受けた場合に、宅地の被害

状況や危険性について判定し、表示するものです。判定結

果は、次の３種類のステッカーで、現地の見やすい場所に

掲示されます。

　巨大地震などにより、宅地や建築物が被災した場合に、

被害状況を把握するとともに、住民へ情報を提供し、２次

災害の防止・軽減を図ろうとする制度があります。

災害発生時には、できるだけ速やかに判定を行う必要が

ありますので、危険度判定の目的をご理解いただき、調査

の際にはご協力をよろしくお願いします。

【問い合わせ先】住宅政策課　☎０８８７ー５３－３１１４

調査済（緑色）要注意（黄色）危険（赤色）

調査済（青色）要注意（黄色）危険（赤色）

被災した宅地や建築物の

危険を知らせるサイン

住宅耐震診断・改修補助

少しでも被害を抑えるため、補助金を活用した住宅の耐震診

断や改修工事ができますので、ぜひご検討ください。詳しく

は、住宅政策課までお問い合わせください。
※ 昭和56年5月31日以前に建築された２階建て以下の住宅が対象です。

※ 予算に達し次第、受付を終了します。


